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研究成果の概要（和文）：複数の検索システムを動的に組み合わせることによって，検索システ

ムの精度を向上させるための手法の提案を行った．本研究では，検索システムが出力する関連

度を複数の検索システムの間で相互に比較可能な値へ変換する方法，および検索対象そのもの

の質を測定する方法などを提案している．評価実験によって，確かに提案手法を利用すること

によって精度が 10%程度向上することが確かめられた． 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, we propose an integrated information retrieval system 
using multiple information retrieval systems, for improving the accuracy of retrieval. This 
system includes a method to convert scores, which are calculated by multiple information 
retrieval systems to be equivalent, and a method to measure the quality of retrieval targets. 
In our experiment, we confirmed that our proposed methods improve the accuracy about 
10%. 
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１．研究開始当初の背景 
 
現在，計算機システム上では様々な検索シス
テムが構築されている．これらの検索システ
ムは様々な目的が想定されており，例えば
Yahoo!や Google などの検索エンジンは不特

定多数の用途に用いられていることに対し，
特許検索システムや論文検索システムなど
特定の用途に利用するための検索エンジン
がある．また，検索エンジンごとに特性があ
ることも多く，ある種類の問い合わせに対す
る精度が高いが，他の種類の問い合わせに対
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して精度が低いことも考えられる．これらの
検索エンジンはインターネット上に大量に
存在している．ところが，利用者はその検索
エンジンすべてを把握することは困難であ
る．そのため，利用者がある意図をもって検
索を行うとき，その意図に対して適切な検索
エンジンを選択することは困難である． 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は,ある問合せに対して適して
いる検索システムを複数の検索システムか
ら自動的に選び出し,組み合わせることによ
って,高精度な情報検索システムを実現する
ための方式を確立することである. 
本研究で提案する統合型検索とは,どのよう
な検索目的を持った人であっても,特別な知
識を必要とせずに,必要な検索結果へアクセ
スできることを意味する.現在,インターネッ
トの普及と共に,司書 などの検索の専門家か
ら,検索システムについて理解していない初
心者までが,インターネット上の検 索システ
ムを利用している.一方,従来の検索システム
は以前の主な利用者であった検索の専門家
が 利用していたものと本質的に同一である.
そのため,初心者が検索を行った場合に必要
な検索結果を得ることができないという問
題がある. 
特定分野向け検索システムは,検索要求の種
類と検索システムの特性双方が合致した場
合に,検索精 度を最大限に発揮することがで
きる.しかし,これらの特定分野向け検索シス
テムの種類を増やさなければ,利用者の多様
な検索要求に応えることができない.一方,検
索システムの種類を数多く用意 できた場合
は,利用者の要求に応じることが可能な検索
システムを利用者自身が探し出す必要があ
る. さらに,利用者の検索要求を利用者自身
が把握していない場合も多いため,利用者に
とって最適な検索 システムを選択すること
自体が困難である.そのため,利用者の検索意
図に応じた検索システム選択を 自動的に行
う必要があると考えられる. 
特定分野向け検索システムを効果的に利用
するために,本研究では複数の検索システム
を利用者の 検索要求に応じて動的に統合す
る方式を確立することを目指している.例え
ば,利用者が “データベースに関する論文” 
について調査したいと考えているとする.汎
用の検索システムに “データベース”や “論
文”などのキーワードを入力することによっ
て,ある程度の情報を得ることができるが,十
分な検 索結果を得ることは難しい.このとき,
情報科学に関する論文を専門に検索するこ
とが可能な検索システムを利用した場合に,
より必要な検索結果を得ることができると
考えられる.ところが,WWW 上 には様々な

種類のデータベースがあるため,どの検索シ
ステムが検索目的に適しているのかが分か
らないことが多い.したがって,本研究ではあ
る問合せに対して適している検索システム
を複数の検索システムから自動的に選び出
すことによって,統合型情報検索システムを
実現するための方式を確立することを目指
す. 
本研究の特徴は,検索精度だけを重点的に追
求し,検索速度を重視しない点である.現在,多
くの検 索システムでは,大量の検索対象に対
して検索を行うために,検索速度を重視した
手法であることが多 い.ところが,記憶装置
の容量が増加していることや,計算機の速度
が飛躍的に増加していることなど から,検索
速度は今後大きな問題とはならないと思わ
れる.一方,検索精度は計算機の速度や記憶装
置 の容量と比例するわけではないため,精度
の向上は最も重視すべき課題であると考え
た. 
 
３．研究の方法 
	 
まず,複数の検索システムを統合する際に必
要と考えられる,スコアの正規化手法につい
て,スコア統合のための関数についての課題
に取り組んだ.まず,検索対象としてはテキ
ストを考え,	 NTCIR	 や	 TREC	 など既に開催さ
れた情報検索に関するコンペティションに
投稿された,多くの参加チー	 ムによる検索
結果を統合することを考える.結果として,
これら複数の検索結果を統合することによ
って,どのチームの検索結果よりも高い検索
結果を統合システムによって得ることを目
標としている.	 
予期される問題点として,性能面での問題で
ある応答速度の低下,統合することによる検
索精度の低下が考えられる.一般的な情報検
索システムにおける処理時間に加えて,スコ
アの統合にかかる時間を考えなければなら
ない.そこで,スコアの統合にかかる時間を
できるだけ小さくするための解決策として,
検索結果が利用者の検索意図に適合してい
る上位	 k	 件の検索結果だけを利用した統合
を行う手法を	 考える.また,複数の検索結果
を統合することによって必ずしも検索精度
が向上しないという問題点を	 解決するため
に,統合前の検索結果相互の重複度を計算す
る.これら二つの手法を提案することによっ
て,予期される問題点を解決することが可能
になると考えられる.	 
次に,多様な統合方法のうち,最も適した統
合方法を,	 利用者の検索意図から推測する
手法についての課題に取り組んだ.従来の検
索システムと比較して検索精度,速度が共に
良い検索システムを構築することを目標と
して	 いる.	 



 

 

予期される問題点として,テキスト検索シス
テムにおける異種の検索システムから出力
される検索結果を統合する際に,どのような
統合の手法を用いたら良いかという問題点
が考えられる.この問題点を解決するために,
検索結果そのものから得られる特徴,検索結
果の精度との相関関係	 についての調査を行
う.検索結果から得られる特徴として,スコ
アの分布や高スコアの含有率などが考えら
れる.	 
また,利用者の問合せをどのように検索シス
テムに入力するかという点も問題点として
予想された.	 テキスト検索システムへの入
力はキーワードが主であったが,キーワード
で画像を検索することは困難	 であり,また
必ずしも最適な入力方法であるとは限らな
い.そこで,これらの問題を解決するために,	 
複数のサンプル文書を利用者に提示する手
法を考えた.	 
	 
４．研究成果	 
	 
本研究では，複数の検索システムとして画像
検索エンジンの統合を行った．それぞれ異な
る特徴を利用して画像を検索することがで
きるシステムを構築し，それらのシステムを
統合することによって，異なる複数の特徴を
統合したシステムを構築した．	 
ここで，それぞれのシステムを統合する際に．
複数のシステムが検索対象に対して適合し
ているかどうかを表す数値であるスコアを
統合することを考えた．ここで，数値を統合
する方法として，最大値，最小値，p ノルム
などを含む 28 種類の関数を用意した．	 
スコアを統合する際に，スコアを統合可能と
なるように正規化を行わなければならない．
そこで，一般的な正規化方法により	 0,	 1	 の
間に正規化する方法を用いるとともに，より
精度が高い正規化手法である，シャノンの情
報量を利用した手法を開発した．	 
三つの検索システムおよび 28 種類の関数，
および二つの正規化手法を比較することに
より評価実験を行った．その結果，提案した
スコア正規化手法によって確かに精度が向
上することが分かった．このとき，精度は提
案手法を用いたとき，従来の正規化手法と比
較して	 10%	 の精度向上が見られた．	 
スコアを統合するための関数においては，p
ノルムを利用した方法が最も精度が高いこ
とが分かった．このとき，他の手法と比較し
て最大で 15%の精度向上を確認することがで
きた．特に，再現率が低いときの精度向上を
確認することができた．	 
また，三つの検索システムすべてを利用した
場合が，一つもしくは二つの検索システムだ
けを利用する場合と比較して精度が向上す
ることが分かった．	 

以上の評価実験の結果，異なる分布をもつ複
数の数値群を統合するための手法が確立し
た．一般に，複数の値を統合する際には最大
値を 1 に，最小値を 0 にする正規化手法や，
加算，乗算などの単純なスコア統合関数が利
用されることが多いが，これらの正規化手法
や統合関数について各場合において検討さ
れることは少ない．本研究では，この部分に
ついて明確な指針を与えることが可能とな
ったと考えている．	 
本研究では，検索エンジンの精度の観点から
手法を確立したが，今後は検索の質も重要な
観点となりつつあると考えられる．本研究で
確立した正規化手法，およびスコア統合手法
を利用することによって，検索された文書の
質も測定することが可能となるような方法
を考案する必要があると考えている．	 
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